
令和２年度 第４回 足立区地域保健福祉推進協議会 資料 

令和３年３月２５日 
 

＜審議事項・報告事項・情報連絡事項＞ 

件名 新型コロナウイルスワクチン接種事業の進捗状況について 

所管部課 
新型コロナウイルスワクチン接種担当部 

新型コロナウイルスワクチン接種担当課 

内容 

新型コロナウイルスワクチン接種事業の進捗状況を、以下、報告する。 

 

１月１９日 令和３年第１回区議会臨時会 

      令和２年度第１４号補正予算案が可決 

・令和２年度事業費 

・事業者と委託契約を結ぶための債務負担行為 

１月２５日 国による自治体向け説明会(オンライン)開催 

      接種体制確保、国システム、ワクチンの取り扱い等 

１月２８日 委託事業者と契約を締結 

＜主な委託内容＞ 

接種クーポン券印刷・封入封緘業務／コールセンター運 

営業務／ヘルプデスク運営業務／予約システム構築業務 

／集団接種業務／事業全体管理業務 

１月２９日 区議会全員協議会、予算プレス発表 

令和３年度予算の主要事業の一つとして、区長から新型コ

ロナウイルスワクチン接種事業の概要を説明 

３月 ４日 第４５回新型コロナウイルス対策本部会議開催 

小・中学校体育館、地域体育館での新型コロナウイルスワ

クチンの集団接種については、ワクチンの十分な供給が見

込めないため令和３年４月の実施は中止することを決定 

３月２５日 あだち広報３月２５日号に記事掲載（予定） 

ワクチン接種時の予約や接種の流れ等を掲載予定 

 

※３月２２日現在の情報としては、４月１２日の週に２箱（約１，００

０人に２回分）、４月２６日の週に１箱（約５００人に２回分）のファ

イザー社製ワクチンが足立区に供給されるのみである。 

 

 

報告事項 追加 



令和２年度 第４回 足立区地域保健福祉推進協議会 資料 

令和３年３月２５日 
 

＜審議事項・報告事項・情報連絡事項＞ 

件名 足立区における新型コロナウイルス感染症発生状況について 

所管部課 衛生部 足立保健所 感染症対策課 

内容 

令和３年１月に緊急事態宣言が発令されたことに伴い、感染者は減少

したものの、感染者は下げ止まりから、緊急事態宣言解除後から若干の

増加の兆しが見えてきております。 

足立区においては、１日あたり１０人程度まで新規感染者が減少して

おりましたが、現状では、医療機関や高齢者施設でのクラスターの影響

もあり３０人程度の新規感染者が発生している状況です。 

 

別紙、報告事項１－１のとおり、区内における患者の発生状況等につ

いて報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 １ 



足立区における新型コロナウイルス感染症発生状況について 

 

（１）区内におけるＰＣＲ検査数と陽性率の推移（３月１９日 午前９時現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

報告事項１－１ 
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（２）週単位の区内感染者数及び累計（３月２５日 午前９現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）１週間毎の人口１０万人あたりの新規陽性者数（３月１９日 午前９現在） 
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令和３年３月２５日 
 

＜審議事項・報告事項・情報連絡事項＞ 

件名 「足立区学童保育室整備計画」の見直しについて 

所管部課 地域のちから推進部 住区推進課 

内容 

学童保育室における待機児童解消に向けて、令和２年３月に「足立区

学童保育室整備計画」（別添、報告事項２－１）を策定した。需要（学童

保育申請数）と供給（同受入可能数）のアンバランスが生じないよう、

申請状況等の実績を踏まえて見直しを行った。 

 

１ 見直しの基本的な考え方 

（１）令和２年３月策定の学童保育室整備計画における３３地区ごとの

需要予測などの基本事項は引継ぐ。 

（２）計画期間を令和３年から令和７年とする。 

（３）令和３年４月入室の申請状況等の直近の動向や実績を踏まえなが

ら需要数を算出した。 

（４）１・２年生の待機児解消を重点的に目指していく。申請時に希望

した学童保育室に入室できなかった場合には、近隣の空室がある学

童保育室を、保護者へ周知していく。 

（５）供給過多の地域から、待機児童数が多い地域への施設移行につい

て考慮していく。 

 

２ 需要数の算出方法 

見直しにあたり、以下の内容を考慮して算出した。 

（１）大規模開発予定の算入 

区で把握している概ね１００戸以上の大規模開発等については、 

需要数を考慮した。 

（２）新型コロナウイルスの影響について 

需要数の算定については、中途退出者が多いことから、９月末の 

在籍数と翌年度の申請者数をもとに行っている。令和２年度は令和 

元年度に比べ、９月末までの退出者数が前年度比約１．５倍多い一 

方、次年度の申請数は大きな変動がないことから、偏差を最小限に 

するため、２年間平均であったものを、３年間平均で算出した。 

 

 

 

 

報告事項２ 
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令和３年３月２５日 
 

＜審議事項・報告事項・情報連絡事項＞ 

件名 家庭的保育事業の認可手続き及び利用定員の確認について 

所管部課 子ども家庭部 子ども施設入園課 

内容 

児童福祉法及び子ども・子育て支援法に基づき、認可手続き及び利用

定員の確認を行うにあたり、子ども支援専門部会で審議いただいた結果

について報告する。 

 

１ 審議結果 

（１）意見の内容 

家庭的保育事業の認可手続き及び利用定員の確認について、異議

なく承認された。 

 

２ 付議内容 

（１）認可理由 

家庭的保育事業の認可要件として職員配置や保育室の面積の基準 

のほか、給食提供が必須となっている。しかしながら、平成２８年 

度から事業を開始した保育ママは、区の給食提供方法の確立までは 

認可要件が整わなかったため、足立区認定保育ママとして事業を行 

ってきた。 

このたび、足立区認定保育ママのうち６事業者が給食提供を実施 

したため、該当の足立区認定保育ママについて認可手続きを行う。 

なお、今回をもって、全ての足立区認定保育ママの認可手続きが 

終了となる。 

（２）認可基準適合状況 

認可者である区が審査した結果、認可基準に適合していることを 

確認した（別紙、報告事項３－１参照）。 

（３）認可年月日 

   令和３年４月１日 

 

３ 利用定員の確認について 

  職員配置及び面積基準に問題がないため、申請のとおり利用定員を 

 確認する。 

 

 

 

報告事項３ 



報告事項３－１

家庭的保育事業報告資料

基準(㎡） 実際（㎡）

1 佐藤　志信 南花畑２－３１－１５－４０１ 2 適合 9.9 9.94 外部搬入 良好

2 齋藤　泰江 江北３－４２－２ 2 適合 9.9 12 外部搬入 良好

3 小暮　知子 鹿浜６－５－６ 3 適合 9.9 15.67 外部搬入 良好

4 鈴木　晴美 江北７－１７－３３ 2 適合 9.9 26.49 外部搬入 良好

5 太田　佐知子 花畑３－３６－３ 4 適合 13.2 18.24 外部搬入 良好

6 小野田　惠理 梅島１－１６－６ 3 適合 9.9 23.1 外部搬入 良好

【職員配置】
家庭的保育者１人が保育することができる乳幼児の数は３人以下とする。
ただし、家庭的保育者が家庭的保育補助者とともに保育する場合には５人以下とする。
【保育室面積】
保育室の面積は9.9㎡以上であること。
ただし、保育する乳幼児が３人を超える場合は、9.9㎡に３人を超える人数１人につき3.3㎡を加えた面積とす
る。
【給食】
調理員が家庭的保育事業内の調理設備又は調理室で調理し、提供を行う。
ただし、規定を満たす搬入施設からの給食の搬入も認められる。
【財務状況】
収支予算書、納税証明書、財務情報等の公表において、家庭的保育事業を行うために必要な経済的基礎が
あることを確認する。

財務状況給食NO 氏　  名 所在地 定員
職員

配置基準
保育室面積
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令和３年３月２５日 

＜審議事項・報告事項・情報連絡事項＞ 

件名 特定地域型保育事業の認可及び利用定員の確認について 

所管部課 待機児対策室 子ども施設整備課、待機児ゼロ対策担当課 

内容 

令和３年４月１日に開設を予定している特定地域型保育事業（小規模

保育事業）について、児童福祉法第３４条の１５第４項及び子ども・子

育て支援法第４３条第３項に基づき意見聴取を行ったので報告する。 

※ 意見聴取結果は、別紙、報告事項４－１参照 

 

１ 確認対象施設 

 

 

２ 施設の所在地、利用定員（案）、保育定員の過不足の状況等 

全ての年齢区分で保育供給量が保育需要数を上回っている。 

  別紙、報告事項４－２参照 

（参考）「保育需要数」の算定について 

別紙、報告事項４－２の「保育需要数」とは、平成３１年１月に算定

した保育の「量の見込み」（※）に、以下の事由を加味して見直しを行

った後の保育需要の予測値です。 

・ 「足立区人口推計」の改定（令和２年２月） 

・ 令和２年４月１日時点での保育需要の状況 

・ 大規模集合住宅建設による影響 

※ 内閣府が「市町村子ども・子育て支援事業計画における「量の見込み」

の算出等のための手引き」で定めた算定方法に基づき算出 

保育の「量の見込み」及び「保育需要数」は、保育施設等の利用実態

や人口規模等を踏まえ区内を下の表の６つの「提供区域」に分割し、

区域ごとに算出しています。 

 

 

 

 

 

３ 認可基準適合状況 

  別紙、報告事項４－３参照 

 

子ども・子育て支援事業 

計画における提供区域 

特定地域型保育事業 

（令和３年４月１日開設予定） 
１ 千住地域 ちぐさ保育園カノン千住園 

1 千住地域 

2 綾瀬・佐野地域 

3 梅田・中央本町地域 

4 竹の塚・六町地域 

5 江北・鹿浜・舎人地域 

6 新田地域 

 

報告事項４ 



 

 

                           令和３年３月２５日 

子ども施設整備課 

待機児ゼロ対策担当課 

 

 

特定地域型保育事業の認可及び利用定員の確認に係る意見聴取について 

 

 特定地域型保育事業（小規模保育事業）の認可及び利用定員の確認について、児童福祉

法第３４条の１５第４項及び子ども・子育て支援法第４３条第３項に基づき、子ども支援

専門部会にて行った意見聴取の内容は下記のとおりである。 

 

 

記 

１ 意見の内容 

（１）保育施設整備について 

  ア 提供区域１（千住地域）は、保育定員数に余裕があり、空きがある。大規模マン

ション建設時には必ず保育施設を開設するのか。また、なぜ小規模保育施設を開

設するのか。 

  イ 千住地域の需要と供給のバランスをみると超過供給であるが、北千住駅周辺のピ

ンポイントでは超過需要になる恐れがある。また地元からの要望があったという

ことから設置を要請したのではないか。そうした理由も説明すべきである。 

  ウ 大規模マンション（ファミリー向け１６９戸）の購入世帯を個人情報とならない

範囲で情報提供を受けることができれば、開設への後押しになるのではないか。 

  エ 施設整備は長期的な視点をもって取り組み、加えて既存施設の有効活用やソフト

面での工夫、施設ごとの役割分担が必要である。 

（２）意見聴取の反映について 

  オ 意見聴取の時期について、開設直前になっており、結果ありきになってしまって

いるが、改善できないか。 

  カ 施設整備について、様々な立場の方から意見がでているので、参考にして今後の

計画に活かしていただきたい。 

（３）「保育の質」について 

  キ これまで、特に２３区では量の確保を重点的に行い、多くのところでは落ち着き

つつある。これからは、子どもの育ちを保障していくため、「保育の質」の視点に

シフトしていく時期であるので、今後、区に丁寧な説明をお願いしたい。 

 

 

報告事項４－１ 



２ 補足説明 

（１）保育施設整備について 

いただいたご意見「ア、イ」について、区側から口頭で以下の考え方を示した。 

   ・ 現時点では千住地域全体で保育定員数に余裕があるが、同地域は保育の利用意

向が高く（※１）、今後も保育需要数が増加すると予測している。特に、令和６

年度は１・２歳児の保育定員数の余裕が少なくなる見込みである（※２）。 

  

 

 

 

 

 

 

   ・ 北千住駅周辺は保育施設の要望があるものの整備できる土地が無い。また、以

前、子ども支援専門部会でも「千住の地域の中央部に保育園ができないか。」と

ご意見をいただいている。 

   ・ こうした状況及び、今回の大規模マンションから発生する保育需要に応えるた

めにも、マンション内での整備を行った。 

ご意見「ウ」を受けて、マンション購入世帯の状況について、販売事業者に聴き取

りを行った。結果は以下の通りである。 

   ・ 購入者の年齢層 ４０代以下 約２５％ 

   ・ 世帯人数    ３人以上  約４割 

（２）意見聴取の反映について 

いただいたご意見「オ、カ」について、区側から口頭で以下の考え方を示した。 

   ・ 保育施設の整備計画は、毎年「足立区待機児童解消アクション・プラン」を子

ども支援専門部会に報告してきた。今後も地域ごとの詳細な分析を継続し、ご

意見をお聞きしていきたい。 

 

以 上 

 

 

以下、補足する。 

※１ 「保育ニーズ調査」（平成３１年１月実施）に基づく１・２歳児需要率 

    令和６年度 千住地域７３.５％（区全体５５.６％） 

※２ 「足立区待機児解消アクション・プラン」（令和３年３月改定版）に基づく保

育定員数の過不足見込み 

    令和６年度 （保育定員数）８５５人－（保育需要数）８５２人＝３人 



 

■提供区域１（千住地域）における保育定員の過不足の状況 

 

１ 保育定員の過不足の状況 

 

 

 

 

 

 

＋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 利用定員確認概要 

（１）令和３年３月３１日の過不足（見込み） 

全ての年齢区分で保育供給量が保育需要数を上回っているが、３号保育（１・２歳

児及び０歳児）は定員の余裕が比較的少ない。 

（２）令和３年４月１日の過不足（見込み） 

３号保育は１３３人分（１・２歳児９１人、０歳児４２人）、２号保育は２３０人分

の余裕があり、十分な定員が確保される見込みである。 

３ 開所施設概要 

（１）ちぐさ保育園カノン千住園（足立区千住一丁目３０番３号） 

① 利用定員（案） 

０歳児 １歳児 ２歳児 合計 

６人 ６人 ７人 １９人 

② 特記事項 

  千住一丁目地区市街地再開発事業（ファミリー向け１６９戸）の竣工に伴う局

地的な保育需要の高まりにより待機児童が出ることを未然に防ぐため、「足立区大

規模集合住宅の建築における子育て支援施設の設置の協議に関する要綱」に基づ

き同事業内に新規開設。 

2号保育 3号保育 3号保育
3～5歳児 1・2歳児 0歳児

R3.4.1の保育需要数 ① 1,025 766 183

R3.3.1現在の保育供給量 ② 1,255 848 219

R3.3.31付廃業・定員変更（家庭的保育事業） ③ ― ▲ 4 0

230 78 36

2号保育 3号保育 3号保育
3～5歳児 1・2歳児 0歳児

確認対象 ちぐさ保育園カノン千住園 ― 13 6

230 91 42

R3.3.31の過不足（見込み）　　　　　　Ａ

★R3.3.31の過不足 (見込み)Ａ (②-①+③)

R3.4.1開所施設による保育供給量　　Ｂ

★R3.4.1の過不足 （見込み）　（Ａ＋Ｂ）

報告事項４－２ 



小規模保育事業Ａ型（※）の主な認可基準と適合状況 

 

 足立区認可基準 ちぐさ保育園カノン千住園 適合状況 

定員 6～19名 
19名（0歳児 6名、1歳児 6名、

2歳児 7名） 
適合 

職員配置基準 

下記基準で算出した人数に１

人を加えた人数を配置しなけ

ればならない。 

 

0歳児 3人に対し保育士 1人 

1歳児 6人に対し保育士 1人 

2歳児 6人に対し保育士 1人 

配置基準 5人のところ、 

配置職員 5人 
適合 

職員資格 

配置基準の職員全員が保育士

資格を所有していなければな

らない。（※ Ａ型の要件） 

基準職員全員が保育士資格 

所有者である。 
適合 

保育室 
0・1歳児：3.3㎡/人 

2歳児：1.98㎡/人 

（基準） （実際） 

0歳児室：19.80㎡ ＜ 19.84㎡ 

1歳児室：19.80㎡ ＜ 19.84㎡ 

2歳児室：13.86㎡ ＜ 13.92㎡ 

適合 

給食 

・自園調理 

（連携施設からの搬入可） 

・調理設備 

・調理員 

・自園調理 

・調理室設置 

・調理員配置 

適合 

屋外遊戯場 
満 2歳以上児：3.3㎡/人 

（代替遊戯場指定可） 

千住仲町公園（3,240.9 ㎡、ト

イレ有）を代替遊戯場に指定 
適合 

2階以上に保

育室を設ける

場合の基準 

・建物自体が耐火建築物又は準

耐火建築物であること 

・階数に応じた適切な常用及び

避難用の階段等があること 

・耐火建築物 

・常用階段及び避難用階段あり 
適合 

運営主体の 

財務状況 

3年連続で損失を計上していな

いなど、財務内容が適正である

こと 

（税理士による財務診断） 

財務診断の結果、3 年連続での

損失計上もなく良好である 
適合 
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